
2025年4月現在
1、職員数　　 常勤  177名　　非常勤　　7名
2、平均残業時間 　2.1　時間前後/月（病棟）
3、夜勤回数 平均 4.42回　(2交代)
4、育児支援制度利用者 　　産休　1名　育休11名

現状 目標 具体策 2025年度評価

中堅（リーダー）層人材が十
分ではないため、当該層の業
務負担が過大となりやすい

既卒中途採用の看護師の採用品質が向上
し、即戦力となる経験者の採用・定着が叶
う

信頼のおける人材紹介業者を選定し、質のよい紹
介に限り採用選考の対象とするなど対応を変更
し、買い手の交渉力を高める

看護職員の負担軽減・処遇改善計画

IT機器の導入により効率化の
期待できる業務に余地がある

機材の導入により、時間外労働が削減でき
る

複数社の比較検討を行い、効率よい省力化に貢献
できる機器を導入する

看護補助者の標準化のため、
業務委譲手段の厳格化により
逆機能（看護師負担の増加）
が生じる可能性がある

逆機能が生じることなく、スムーズに業務
の委譲がはかれる

業務基準・業務マニュアルの策定と、それら遵
守・展開に必要なルール・ツールの開発と活用を
行う

「病棟クラーク」の看護補助
業務の拡大

病棟クラーク職が看護補助者（事務作業）
として有効に活用でき、看護師の業務負担
が軽減する

病棟看護師の担う、看護外業務のうち事務的な作
業を病棟クラークへ委譲する。そのための業務フ
ローを策定し各部署で相違のないように運用する

算定可能な看護の実施が、関
連する調整の不備により正当
に評価されない

施設基準ほか、算定要件が整備され、もれ
なく確実に点数計上できるようになる

診療報酬算定のできる看護行為の列挙と、それに
伴い必要となる要件の抽出、対策を策定する。

高齢者の複合疾患の急性増悪
への対応が増加しており、転
倒転落
誤嚥などの事故リスクが増え
る

患者の観察・見守り・介助に費やす時間が
今よりも十分に確保でき、事故防止・事故
対応で生じる予定外の業務を削減する

・看護補助者との情報共有を促進し、見守り等の
業務
　代行を容易にできるよう整備する


